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研究要旨 

本分担研究では、令和５年に行われた乳幼児身体発育調査の解析を通して、調査報告書

案を作成することを目的とした。具体的には、ふだんのＢＭＩの分布、ふだんのＢＭＩに

応じた妊娠中の体重増加量の分布、ふだんのＢＭＩに応じた出生体重の分布、ふだんのＢ

ＭＩと妊娠中の体重増加量別の児の出生時体重の分布、の算出方法を検討した。 

今後、令和5年調査データおよび平成22年以前に実施された同調査のデータを用いて、

基礎疾患を有する児を除外することによる成長曲線への影響、妊娠中の体重増加の指導

変更と妊娠予後の関連、こどもの言語発達の経年変化と関連要因に関する分析、を予定し

ている。 

Ａ．研究目的 

こども家庭庁（平成 22 年までは厚生労働

省）が実施する乳幼児身体発育調査では、全

国から無作為抽出された乳幼児を対象に、

身体計測等を実施してきた。本調査から得

られた情報は、乳幼児身体発育曲線の作成

に用いられ、この曲線は広く乳幼児保健指

導に用いられてきた。  

一方で、本調査は国勢調査の調査対象者

抽出方法を倣い対象児童を全国からまんべ

んなく抽出し実施している。このため、10

年毎に全国の乳幼児の実態を把握するとい

う役割も果たしてきた。 

そこで、令和 5 年調査では、母親の身長、

妊娠前体重および出産直前の体重を聴取す

ることで、妊婦の体格指標と出生体重との

関連を求められるように調査票の作成を提

案していた。 

本研究では、本調査情報をもとに、調査報

告書に掲載する分析提案を行うこと、また、

令和 5 年調査データおよび平成 22 年以前

に実施された同調査のデータを用いて、乳

幼児の実態把握に資する分析を提案するこ

とを目的とした。 

Ｂ．方法 

令和 5 年調査に作成した調査票情報およ

び仮集計結果を踏まえて、除外基準および

集計表の提案を行った。また、令和 5 年調

査データおよび平成 22 年以前に実施され

た同調査のデータを用いて、乳幼児の実態

把握に資する研究の分析計画を立案した。 
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Ｃ．結果 

Ⅰ 集計表 

妊婦の体格指標に関する分析は以下の 4 種

類の集計表を提案した。 

① ふだんのＢＭＩの分布 

② ふだんのＢＭＩごとの妊娠体重増加量

の分布 

③ ふだんのＢＭＩごとの出生体重の分布 

④ ふだんのＢＭＩと妊娠中の体重増加量

別の児の出生時体重の分布 

 

Ⅱ 除外基準 

除外基準としては、1.妊娠中の体重増加

量の区分をどのように定義するか 2.単胎

児以外を含めるか 3.正期産児以外を含め

るか について論点となった。 

2023 年に改訂された妊娠中の体重増加

指導の目安 1)においては 1.ＢＭＩごとに体

重増加量の目安がことなること、また適応

基準は明確ではないものの、2.根拠論文 2)に

おいては単胎のみを分析して推奨値を算出

していること、そして、3.妊娠 40 週におけ

る体重増加量を算出していること、から、 

 

① ふだんのＢＭＩの分布 

については、対象を全妊婦とする、 

 

② ふだんのＢＭＩごとの妊娠体重増加量

の分布 

③ ふだんのＢＭＩごとの出生体重の分布 

④ ふだんのＢＭＩと妊娠中の体重増加量

別の児の出生時体重の分布 

については、対象を単胎・正期産であった妊

婦に限定する、 

 

ことを提案した。 

 

また、③の分析については分析表に載せず

④のみとすることを提案した。 

Ⅲ 詳細な分析 

令和 5 年調査データおよび平成 22 年以前

に実施された同調査のデータを用いて、乳

幼児の実態把握に資する研究の分析として、

以下の３つを提案した。 

 

１） 基礎疾患を有する児を除外することに

よる成長曲線への影響 

２） 妊娠中の体重増加の指導変更と妊娠予

後の関連 

３） こどもの言語発達の経年変化と関連要

因に関する分析 

 

Ｄ．考察 

調査票結果を有効に活用することができ

る提案が行えた。 

 

Ｅ．結論 

今年度は、令和 5 年調査の調査報告書作

成に当たり、本調査が国勢調査の調査対象

者抽出方法を倣い対象児童を全国からまん

べんなく抽出し実施していることを踏まえ、

調査報告書に記載する妊婦の体格指標と出

生体重との関連に関する分析を提案した。 

また、過去調査と令和 5 年調査を用いた、

乳幼児の実態把握に資する研究の提案を行

えた。 

来年度は引き続き分析を行う予定である。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

 

2．学会発表 

なし 
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Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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